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選択と集中・グローバル連結経営
（ダントツ商品・ダントツサービス・ダントツソリューション）

コマツは1921年の創業以来、時代に先駆けてM&Aを実施し、事業領域を拡大させながら成長を加速させてきました。

価値創造の歴史
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急激な円高進行（プラザ合意）
海外生産・現地化を推進

小松ドレッサー社（当時）の
チャタヌガ工場 

創業以来初の営業赤字
投資の選択と集中を加速
ダントツプロジェクトの開始

ダントツ商品第一弾
後方超小旋回ミニショベル
MR-2シリーズ 

第1次石油危機 

1921年
創業

アジア通貨危機 

世界同時不況と円高進行
構造改革
グローバルクロスソース体制強化

パンデミック・サプライチェーン混乱
バリューチェーン戦略の推進

ドルショック 
輸出拡大・グローバル展開加速

輸出拡大外資との競争 多角化

■ M&Aの歩み 技術の獲得
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バリューチェーン強化

カミンズ社（アメリカ）とディーゼルエンジンに関する
技術提携契約締結

鉱山機械のフリート管理システムの開発を行うモジュ
ラーマイニングシステムズ社（アメリカ）に資本参加 

マンネスマンデマーグ社（ドイツ）との合弁会社を
設立し、超大型油圧ショベル事業を獲得

2011年
ダンプトラックボディメーカーのDTSA社（チリ）を買収

2019年
鉱山顧客向けのオペレータートレーニング会社であ
るイマーシブテクノロジーズ社（オーストラリア）を買収

2024年
坑内掘り鉱山機械メーカーであるGHH社（ドイツ）
を買収 

2022年

2026年

2023年

植林アタッチメントメーカーのブラッケ社
（スウェーデン）を買収

SRC of Lexington社（アメリカ）より部品の
リマニュファクチャリング事業を買収 

バッテリーメーカーのAmerican Battery 
Solutions社（アメリカ）を買収

ソリューションビジネスの企画・開発機能を担う
EARTHBRAIN社を設立（ジョイントベンチャー）

坑内掘り鉱山の通信機器を扱うマインサイト
テクノロジーズ社（オーストラリア）を買収

2015年
アタッチメントメーカーのレンホフ社（ドイツ）を買収

2017年
大手鉱山機械メーカーであるジョイグローバル社 
（アメリカ）を買収

2019年
林業機械メーカーのティンバープロ社（アメリカ）を
買収

ドレッサーインダストリーズ社（アメリカ）との合弁会
社を設立し、超大型エレキダンプトラック事業を獲得

2000年
建設・鉱山機械部品メーカーのヘンズレーインダス
トリーズ社（アメリカ）を買収

2004年
林業機械の製造販売会社であるパルテックフォレス
ト社（スウェーデン）を買収

海外生産拡大

■ グローバル連結経営の歩み

価値創造ストーリー



製品の進化

ソリューションの進化
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1931
国産トラクター第1号完成
農林省からの要請を受け、農耕用トラクターの国産化
に挑戦。日本初となるトラクターを完成させました。 

1995
リマニュファクチャリング 
（リマン）事業のスタート
お客さまから回収したコンポーネントを再生し
て提供する「リマン事業」を、資源循環型ビジ
ネスとしてグローバルに展開しています。 

2008
ハイブリッド油圧ショベル
（世界初）を市場導入
世界で初めてハイブリッド油圧ショ
ベルを発売。独自開発したシステ
ムにより従来機と比較して約25％
の燃費低減を実現しました。

2001
Komtrax（機械稼働管理システム）
標準搭載
建設機械の情報を遠隔で確認できる機械稼働
管理システム「Komtrax」を、日本向け機種に
標準搭載。その後地域を拡大し、現在ではコマ
ツの建設機械約84万台（2026年6月末現在）
に搭載されています。

2021
KOM-MICS（工場稼働状況可視化
システム）の販売開始 
工作機械などから稼働データなどを収集・分析
することで、工場の稼働状況の可視化や最適
化に向けた施策立案を支援するシステムです。

2015
「スマートコンストラクション®」の
提供を開始
デジタル技術を駆使して建設現場の工程を「見
える化」し、安全性・生産性・環境適応性などの
課題解決を図るソリューションです。 

2013
ICT建機（世界初）を市場導入 
ブレードコントロールを世界で初めて自動化したICT
ブルドーザーを市場導入。2014年にはICT油圧ショ
ベルを市場導入しました。 

2008
AHS（鉱山向け無人ダンプトラック運行
システム）を世界で初めて商用導入 
2005年にチリで試験導入し、2008年には世界初の
AHSの商用導入に成功。2026年には累計導入台数
1,000台を突破しました。 

2020
人検知衝突軽減システムを標準搭載 

バッテリー駆動式ミニショベルを市場導入 

自社開発した「KomVision 人検知衝突軽減システム」
を業界で初めて油圧ショベルに標準搭載。建設現場の
安全をサポートしています。 

日本市場向けレンタル車として導入を開始。将来的に人・
環境に優しい機械の普及拡大を担う先進モデルです。 

2025
世界最大*の超大型油圧ショベル
PC9000を導入 

2024
新世代ICT油圧ショベルPC200i-12を市場導入 

世界最大級の超大型油圧ショベル「PC9000」を開
発。当社最大のダンプトラック「980E」への積み込み
作業に最適な設計としています。 

*  当社調べ。機械質量について
世界最大の油圧ショベル

20トンクラスの中型油圧ショベルをフルモデルチェンジし、
市場導入。ICT施工のスタンダードモデルで、高精度なセミ
オート化を実現します。 

2025
建設・鉱山機械の自動化に向け、 
パートナーと共に技術開発を加速
先進的なAI・シミュレーション技術を有する企業
と次世代鉱山機械向けSDV（Software Defined 
Vehicle）および自動化車両プラットフォームの開発に
関する協業を開始。また土木・砕石現場向けに、グルー
プ会社を含むパートナーとダンプトラック作業の自動
化に関する協業を開始しました。 

価値創造の歴史

価値創造ストーリー
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